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会員の皆様へ

　4月14日の深夜と16日の未明に熊本県から大分県にかけて起きた大地震に

よって被災された会員の皆様に心よりお見舞い申し上げます。1995 年の阪神淡路

大震災、そしてまだ記憶に新しい2011年の東日本大震災に続き、今回の地震で

熊本県を中心として甚大な被害が発生し、被災された多くの住民に緊急な支援が

必要となっています。当協会では被災地の近くにお住まいの理事や会員から、で

きるだけ詳しい現地の情報を収集し、関連諸団体とも情報共有をはかりながら、

協会としてどのような支援活動ができるか理事全員で検討を続けています。

　今後の予定として5月7日と8日に福島市で第 4 回東日本大震災復興支援リハ

ビリテーション工学講習会を開催する予定ですが、東北地方への支援活動を継

続しながら、熊本県から大分県の被災地に対しても協会として支援活動を開始し

たいと考えています。まだ余震も多く、ご心配なことも多いと存じますが、会員

の皆様からの具体的な情報提供や当協会への要請がありましたら遠慮なくご連

絡くださいますよう、お願い申しあげます。

　末尾になりましたが、今回の地震で被災した地域の一刻も早い復興を心から

願っています。

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会　会長

繁成　剛





平成 28 年熊本地震への本協会支援事業概要 

 

【災害対策委員会の設置】 

 平成 28 年熊本大地震を受け、「当協会では被災地の近くにお住まいの理事や会員から、できるだけ

詳しい現地の情報を収集し、関連諸団体とも情報共有をはかりながら、協会としてどのような支援活

動ができるか理事全員で検討を続けて当協会として被災された多くの住民への支援をはかるべく、現

地の情報を収集し、関連諸団体とも情報共有をはかりながら、協会としてどのような支援活動ができ

るか理事全員で検討を続けて」まいりました（31－2 号より引用）。 

当協会会員は、震災発生直後より、先遣的支援活動を行っておりましたが、5月 7日に開催された

2015 年度第 7回（通算 36 回）理事会において、災害対策委員会の設立が満場一致で承認されました。 

 

名 称：  災害対策委員会 

設立目的：  平成 28 年熊本地震による被災された災害弱者（障がい者、高齢者等）および防災

に関するリハビリテーション工学支援 

対象分野： 激甚災害支援 

活動方針： 「被災地への迅速な対応」 

委 員 長： 沖川 悦三 

事 務 局： 深野 栄子 

現 委 員： 石濱 裕規、岩﨑 満男、金井 謙介、繁成 剛、山形 茂生、吉田 泰三 

事業期間： 2016 年４月 19 日より、2017 年 3 月 31 日 

事業計画： ・日本財団への震災ボランティア助成金の申請 

・平成 28 年熊本地震による被災された災害弱者への具体的対応の検討 

・平成 28 年熊本地震による協会の初動活動の検討 

・大規模災害時支援活動基本方針の策定 

・JRAT への加盟検討 

・障害を持つ人の防災マニュアル（仮称）の作成 

・JASPA・福祉供給協会・愛隣館などの連携の窓口 

・平成 28 年熊本地震による被災された災害弱者への具体的対応 

・その他、災害対策委員会が独自に必要と認めたこと 

当初予算： 10 万円 

 

その後、本事業につき、公財）日本財団の平成 28 年熊本地震 NPO/ボランティア活動支援事業【第

7回分】に助成申請し、6月 15 日に助成が決定されました。現在も積極的活動と関連団体との連携構

築を推進しており、委員会活動の詳細は、協会誌次号以降にて御報告を予定しております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図１【参考例】強化ダンボールの座卓と座椅子   図２ 配布した御船町の避難所で 
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お知らせ

事項 2016 概要 備考
（担当）

災害発生 4/14 熊本地震発生

設置 4/19 設立目的：　平成28年熊本地震による被災された災害弱者（障がい
者、高齢者等）および防災に関するリハビリテーション工学支援
2017年3月31日迄を設立期間とする。

委員長：
沖川 悦三

初動調査 4/24 （～4月26日迄）　被災直後の初動調査実施（報告あり）
障害者支援施設　愛隣館（熊本県山鹿市）を拠点として現地情報収集
大分県別府市を26日に調査
後に愛隣館の情報提供により益城町の非公式の避難所に介護ベッド用
のマットレス提供（協力：(株)プラッツ）

吉田
岩﨑
赤澤

報告 5/7 第４回東日本大震災復興支援リハビリテーション工学講習会in福島
初動調査を報告

吉田
岩﨑
赤澤

設立承認 5/7 2015年度第7回（通算36回）理事会において、災害対策委員会の設立
が満場一致で承認された。

全理事

助成決定 6/7 公財）日本財団
平成28年熊本地震NPO/ボランティア活動支援事業【第7回分】
助成申請
6月15日に助成が決定

事務局

二次調査 6/22 協会としての具体的な支援調査
御船町避難所にて、配布作成した強化ダンボールの座卓(だんて）と
座椅子(だんちぇ）寄贈　（協力：(株)アサヒテックコーポレーション）

益城町避難所を訪問し情報交換

繁成
岩崎

義援金 7/2 日本赤十字社に義援金送金
バリアフリー展
復興支援講習会
新潟福祉機器展
合同シンポジウム
高知福祉機器展等にて活動
くまモンの靴べら(Vela)分
：194個分194,000円）
（協力：パシフィックサプライ(株)）

沖川ほか

二次調査 7/11 益城町・御船町・西原村へニーズ調査　仮設住宅に入居される優先世
帯への支援策、ならびに、ボランティアを動員した仮設生活家具や福
祉用具の製作ワークショップを検討

岩崎

二次調査 9/6 帝京大学関係者の斡旋により南阿蘇村に先遣隊を派遣した。支援の必
要の有無の確認と、具体的な支援方法に関し、行政・仮設住宅居住者
の方々より情報収集を実施。１世帯で実際に支援をし、具体的な改善
手法について、後日、山形が南阿蘇村に情報提供を行った。
日本ウイ－ル・チェア－株式会社職員もアドバイザーとして同行。

沖川
山形
吉田

ワークショップ 9/6 西原の避難所（構造改善センター）
「強化段ボールを用いた仮設住宅用生活家具や福祉用具の製作ワーク
ショップ【第1回】」を開催
地域ボランティアスタッフも参加

繁成
金井
岩崎

ワークショップ 11/23 同上　第2回開催予定 岩崎ほか

リハ工学協会災害対策委員会の活動状況報告と今後の予定

編：石濱
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　一 団 日本リハビリテーション工学協会が

大 災害リハビリテーション支援関連団体協 会

を検討しているさなか、 れていた の

甚災害が発生した。 害のある被災 のた に

としてできること、す きことは かを るた 現

地 が 要と考え、ま は の集団として

した。 になるが緊急報 する。

日 2016 年 4月24 日 9 発、

　　　 日18 40 分

と 対 　

1 福 　 害 支援

　　　 熊本県 市 2022 1の

　　 様

　　　 全 体 害 協 会　 協 員

　　　 熊本県 体 害 協 会会

　　 ービ 理 　 　 様

　　　 熊本 がい ー 協 会会

2 熊本 リハビリテーション学

　　　 熊本市東 2 25 5 1 2の

　　 講 　 様

日本リハビリテーション工学協会 具

ン ー

お
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体 大

　　　 熊本県上 2 6 2の

　　 定の 対 なし

　　　 害 対 が であった

1

　 は らも熊本市中 の ンション10

で被災されながら、 である でい 早

く支援体 を え、 地へ支援 を るだけでな

く、 の要 を ー 10余 で

け れるなど 的に活動されている。お しい

中、当 予定した 0分をはるかに え1 15分

ど対 していただいた。お の中から、また

見学により かったのは のようなこと

会福 の 的 であり、 大な 地に

が 、日 的に450 上の に

ービ を提供している

理事 が っている は け れなさい

と している

本的な は全 協や地域 ー を じ

て 分 できている

に余 がある

的 援も関連 から 的多く ている

にとって、 など生 は ー が

い

は 熊本地震における支援 の

報 に いて を7 4 28 まで発 し、

害福 全 協 全 協 県 関連団

体に発 している

報 の り、 に を集 し県

地の や一 となっている

へ配 している

熊本 害 ー 日本 害 ー

の熊本 とも連 、 で熊本学 大

の東 らが かけ 被災地 害支援 ン

ーくまもと が 上がり 4 20 、

害 ー の い しも始まりそう

生活 事 である において、急

ン 8 を 、被災 害 およ

の け れ 。さらに える に

の供 を けられれ ありがたいと

は考えている。

　なお、神 市 の 害 支援 からのい 早い

支援や の ありのまま の まし

への を されていた。

　 り に を られ したものの、

で り続けている きたて ンや

を され、当方 からの およ

リー は に け っていただいては

いたが、 するとともに、 の ン や

の が く、熊本市 まで一

で け支援 として理 的であると じられた。

2 熊本 リハビリテーション学

　　　　　　　　　　　　　　　 14

　 もご とともに 中 を余 なくされる

の被災をしながら、学 の 開に えている。学

の のう 、新 の を 。 の

、 の 、 員 の東 方 を と

する れ方などを 地に 明 さった。一 でよ

く けられた 。ただし、 の方は

や の などもあり による が続

いているとのこと。

　 の 日本 具 協会の ご

当 に いては、ご が だが報 されて

いる被害地域とは が なり もご とも

事、ただし はす にできない 様とのことで

あった。

体 への 動

　 はそのような中、 も被害が甚大な

中心 へ さった。熊本市東 とは して

おり 動 は で15分 だが、 は

が発生していた。 の や 協には き し

に は見当たら 、 が多 いると れ

る 体 へ で 動。 での 動は

であるた 、 の 回して 的地近 へ。

は 中、 会 の 地を った。遠 では

なように見えたが、 の 地の 、 の

にともなう り の などで できない

であった。その の民 や生活 路も しい

のまま か の であった。

4 体

　大 として も多 していると

こ 。 の 分がようやく始まっている
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様 で、 の ー が とシー による

ー を している 中であった。 害が

な方は見当たら 、どのように ごされているか全

く 明。 すきの さ に るが 当

とのこと。

　 に があり、す 近くに ンビ ン

ー ン ン がある。 ンビ には

と の があった。

　大 災害の 、どうしても被害が大きい方に

きが である。2011年 月11日に発生した東日本

大震災では、東北から関東にかけて大きな被害を

けた。しかし、地震被害の 、 発地震 が、

になることもある。 日12日

59分に東日本大震災の遠方 発地震として 県北

を震 とする震 6 に見舞 れた、 県

はその である。 は れられた被

災地 とも されている。

　今回、熊本と大分で 的に地震が発生したに

もかか ら 、か 、大分県 市で ンテ

や支援 が ないと報 されていた理 はどのよう

なものかを4月26日 日 に 地 した。

からいえ 、震 に しない 被害の なさ

に起 すると考えられる。

　 市生活 様なら に 市 会福

協 会 理事様からの リン に、

の のもと、 を見学さ ていただ

いた 1 。

　 は 市では、 はなく、また

ンも一 を き、被害は であった。 い

も近くの ー ーで ますことができた。

　 は、 や などではなく、

あくまで、 であり、 き しなどは

れていない。あくまでも、夜 の余震に えたもの

で、 の日中の は ない。 市から提供

された の では、2 日19 か

ら26日7 までの の は、 日1 を

とし、21 を としている。 害 の方 へ

の支援は、 本的に の やリハ ン ーな

どの ー によるものが活きているようであり、

理的な要 は の後 けの はあったが、

ないと える である。ただし、余震も多く

あり、 害 の 神的な支え が必要で

あるが、災害 ンテ ン ーは開 、

の ンテ ン ーで対 しているとのことで

あった。

ら

　4月14日21 26 に 6 5 大震 7を する

地震が発生した後、16日01 25 には一連の地震活

動で 大の となる 7 大震 7の地震が発

生した。これらの地震の で、 れの かった熊

本県、大分県などを中心に 地方の い で

や の 、 災、 災害などの被害が

多 された。 は、本地震を 28年

熊本地震 と けた。また、今回の地震を 定

災害 に 定することを28日に は

定し、様 な が被災 に講じられることに

なった。 定 災害 の 定は、阪神 淡路大

震災、新 県中 地震、東日本大震災に続き4

となる。

　発生から2 した4月28日 での と

しては、震 1 上の余震 1000回 上。被害

は の り。 49 、 方 明 1 。震

災関連 ー など 16 。

は、熊本県1489 、大分県 26 、福 県

18 、 県1 、 県 8 。被害を けた

121 0 全 2102 、 2297 、一

77 1 で、今後 に する 。 492

に、 6800 上が 。
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図１強化ダンボールの生活家具例  図２ワークショップの様子     図３ みんなの家 

 
 
 
 
 

 

日  程： ① 2017 年 3 月 4 日（土）13:30 受付 14:00 開催～16:00 終了 

② 2017 年 3 月５日（日） 9:30 受付 10:00 開催～12:00 終了 

主  催： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会災害対策委員会 

助 成 金： 本事業は、公財）日本財団の平成 28 年熊本地震 NPO/ボランティア活動支援事業による 

助成金にて活動を実施します。 

会  場： ① 益城町：木山仮設団地内の「A 集会所」 

〒861-2242 熊本県上益城郡益城町木山 866-1 

② 益城町：テクノ仮設団地内の「みんなの家（集会所 B2）」 

〒861-2204 熊本県上益城郡益城町小谷 2083-7 

定  員： ① 30 名（先着順） ② 30 名（先着順） 

参 加 費： 無料 

申込方法： 参加自由ですので、当日に受付を済ませてください。定員になり次第受付を終了させていただ

きます。 

一 団 人日本リハビリテーション工学協会は、障害の る人や高齢の方に対して、生活 の を「支

援 」と 工学 を活用して しでも り く活動に り でいます。平成 28 年熊本地震では、多

くの方が被災し現在でもなお 生活を いられています。そのような で、被災された方 への工学支援

を行うために、以 の ー ショ を開催し、必要な ボール の生活 具を 作します。 

         （災害対策委員長 沖川悦三） 

連絡先 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会災害対策委員会  担当：岩﨑 満男（iwasakimitsuo9959@gmail.com）
 

強化段ボールを用いた 

仮設住宅用生活家具の 

製作ワークショップ【第 3 回】 
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日  程： 2017 年５月 13 日（土）～14 日（日） （２日 ） 

主  催： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

  催： ーション 、 、 いす 、 支援 、 自助具 

まい くり、 、 具 、 り 、  

協  ： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 助会員 社 

会  場： 災  （4  第 2 会 第 1 会 ） 

〒980-0804 城県 町 12 1  

.022-263-6931  A .022-262-5465 

定  員： 100 名（先着順） 

参 加 費： 県、岩 県、 城県、 県に まいの方 ３000  

上 に まいの方 ５000  

  ： 自 を ください。な 事 にて 当（ 付きで 1000 ）の を りま

させていただきますので、 の方は参加申込 にて 申し込みください。 

申込 ： 2017 年 月 10 日（月） 定員になり次第受付を終了させていただきます 

申込方法： 参加申込 に 事 を の上、 A または にて まで 申し込みください。 

参加費は事 込 させていただいて ります。 申込を受 させていただいた方には、

日、参加費 を りいたしますので までに 込を いいたします。 

一 団 人日本リハビリテーション工学協会は、障害の る人の生活 の を「支援 」と 工学

を活用して しでも り く活動に り でいます。 日本大震災の被災地で る において、

が 的に り でいる から、 会を開催することにしました。この ン を通して、 しでも被災

地の の一助になれ と っています。被災地以 からも多 加 さいますようお いします。 

（会長 繁成剛）

第 回 

ーショ  

の  

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会   担当： 子（協会事 ） 
 

〒235-0033 県 子 2-7-20 045-353-8364 A 045-353-8365

お知らせ
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　 28年熊本地震の災害支援活動を日本リハビ

リテーション工学協会災害対 員会 、災害

対 員会 催にて、2016 年11月22日に

ー を った の ー ショ の

活動を の て支援 ン ーにて、 2 日に

は、学生 ンテ を動員した 住 生活

具の ー ショ の活動を の テ

団地にて った。今回の活動は第2回 で、

日本 団の 28年熊本地震 ン

テ 活動支援事 による により された。

あいあいの中、 さ や ンテ の方

が に ー を った。22日 後の

では を10 、2 日 の 住

では テー を、 の方 に20

した。また、2 日 後のテ 団地では、

テー 供 学習 を、

の方 に10 した。

1 日

11月22日 日 1 0 15 0 1

　 10 　 て て支

援 ン ー 熊本県上 100 2

11月2 日 日 9 0 12 00 2

　 20 　 団地北集会 　熊

本県上 866 1

11月2 日 日 1 0 16 00

　 10 　 テ 団地 集会

熊本県上 208 7
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2 災害対 員会 、 、 、

北 市福 事 団 よりの 、 本 、熊本

リハビリテーション学 具

講 、学生4 、熊本学 大学 、学

生7

したもの 15 、 理 5 、

ンテ ー テー 12 、 ン ー

5 、多 的 ー 2 、 供 学習 1

、 40 を、被災 の方 へ提供した。

1 団地 1 20 回収 65 2

11 、 0 40 1 、60 11

に いて　 い12 92 、 からない1 8

ー 具に いて　 って たい12 92 、

必要ない1 8

に いて　対 い10 77 、まあまあ2

15 、 からない1 8

回の に いて　 したい1 100

ご 見　 また てください　 2 くらいもら

いたい　 ありがとうご いましたテー か

ります 　 が しい 　 るの大

きです　 分な生活が き、ありがたく っ

てます、 します　 ということでした

ので、どうして られるのだ うか と って見て

いました 、皆さ の対 がとても く、でも本

当に大 だなあと いました、大事に く

ていただきます　 して、い な を

りたい

2 テ 団地10 10 回収 100 1

9 、10 5 、60 5

に いて　 い10 100

ー 具に いて　 って たい12 92 、

ど らでもない1 8

に いて　対 い 8 80 、 からない

1 10 、 くない1 10

回の に いて　 したい8 80 、したく

ない1 10 、ど らでもない1 10

ご 見　なし

　 回は 2017年 月4 5日を予定。 として、

1 のた に、 ー のある は

して を する。

2 さや大きさなどの ー にも対 できるよ

うに、 の を発 する の を う。
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日  程： 2017 年５月 13 日（土）～14 日（日） （２日 ） 

主  催： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

  催： ーション 、 、 いす 、 支援 、自助具  

まい くり、 、 り 、  

協  ： 一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 助会員 社 

会  場： 災  （4  第 2 会 第 1 会 ） 

〒980-0804 城県 町 12 1  

.022-263-6931  A .022-262-5465 

定  員： 100 名（先着順） 

参 加 費：   

県、岩 県、 城県、 県に まいの方 ３000  

上 に まいの方 ５000  

学生 2000  

  ： 自 を ください。な 事 にて 当（ 付きで 1000 ）の を りま

させていただきますので、 の方は参加申込 にて 申し込みください。 

申込 ： 2017 年 5 月 日（日） 定員になり次第受付を終了させていただきます 

申込方法： 参加申込 に 事 を の上、 A または にて まで 申し込みください。 

参加費は事 込 させていただいて ります。 申込を受 させていただいた方には、

日、参加費 を りいたしますので までに 込を いいたします。 

一 団 人日本リハビリテーション工学協会は、障害の る人の生活 の を「支援 」と 工学

を活用して しでも り く活動に り でいます。 日本大震災の被災地で る において、

が 的に り でいる から、 つの分野で 会を開催することにしました。この ン を通して、

しでも被災地の の一助になれ と っています。被災地以 からも多 加 さいますようお いし

ます。 

（会長 繁成剛）

第 回 

ーショ  

の  

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会   担当： 子（協会事 ） 
 

〒235-0033 県 子 2-7-20 045-353-8364 A 045-353-8365 



第５ 日本 震災 支援リハビリテーション工学 会 i 城プ ラ  

 １日目 ５月１３日（土）  ２日目 ５月１４日（日） 

9:30～ 受付：  第 2 会議室（60 名） 第１会議室（60 名） 

 第 2 会議室（60 名） 研修室（64 名） 
※固定席（階段教室）

09:00 ～
10:20 

⑨移乗機器 SIG 

「みんなが「使ってくれ

る！」移乗機器の導入

のコツ」 

講師：松本多正（（株）

楽々サービス）、大場

薫（宮城県介護研修

センター） 

⑩自助具 SIG 

「身近な福祉用具、自

助具の選び方、使い

方」 

講師：岡田英志（ヒュ

ーマン） 

10:00
～
10:10 

開講式（予定） 会長
挨拶：繁成剛（東洋大
学）、実行委員長挨
拶：沖川悦三（協会理
事・神奈川県総合リハ
センター） 

 

10:10
～
11:30 

①特別企画 司会：繁成 剛（会長）、沖川悦三
（災害対策委員長） 

1：「宮城県名取市箱塚桜団地仮設住宅と共

に」 

講師：市川一子（箱塚桜団地 ゆめ工房） 

2：「東日本大震災・熊本地震を通してリハビリ

テーション工学ができたこと、できなかったこ

と」 

発言者：岩﨑満男（理事）、吉田泰三（理事） 

10:30 ～
11:50 

⑪移乗機器 SIG 

「みんなが「使ってく

れる！」移乗機器の

教え方・伝え方」 

講師：松本多正（（株）

楽々サービス）、大場

薫（宮城県介護研修

センター） 

⑫ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ SIG 

「力の弱い障害を持

つ方のゲーム操作を

考えよう！  

講師：田中栄一 （国

立病院機構 八雲病

院） 

11:30～12:30          お昼休み 11:50～12:50         お昼休み 

12:30 
～
13:50 

③SIG 姿勢保持 

「標準型車椅子での

座位姿勢を改善する

具体的な方法と技術」 

講師：繁成 剛(東洋

大学)、鈴木聖貴(川村

義肢) 

④SIG 住まいづくり 

「高齢や身体障害の

ため、起立や歩行が

できなくても、福祉用

具を活用し住環境改

善で楽しい生活を！」

講師：松尾 清美（佐

賀大学） 

12:50 
～14:10 

⑬車いす SIG 

椅子

ンの  

ン ー  

⑭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ SIG 

「情報通信機器（パソ

コン，スマートホン、タ

ブレット）を操作する

入力装置について

講師：上野忠浩 （横

浜市総合リハビリテ

ーションセンター） 

14:00
～
15:20 

⑤SIG 姿勢保持 

「見近な材料を使った

姿勢保持具の製作実

習」 

講師：本郷俊哉(木村

義肢)、鈴木聖貴(川村

義肢) 

⑥乗り物 SIG 

「重度障害と被災～

地域防災力の向上に

向けて～」 

講師：櫻井 理（NPO

法人 Li FESET） 

14:20 ～
15:40 

⑮車いす SIG 

「「地域包括ケアシス

テム」における車椅子

ユーザーの生活」 

 

ー  

⑯SIG 褥そう防止装
置 

「新しい褥そう概念と

リハビリテーション工

学  

講師：河合俊宏（埼玉

県リハセンター） 

15:30
～
16:50 

 ⑧特別支援教育 SIG

「発達支援をかんが

えよう！」 

講師：北山 淳（大和

大学） 

   

プ ラ 内 の は協会 を ください。 
は のた 、4 第 5 会 （15 名）または 5 （25 名）を ください。 

 

プ ラ   プ ラ 内 は、 により になる場 いますので 了 ください。 

 

 
プ ラ 内 は、 により になる場 いますので 了 ください。 

①特別企画 司会：繁成 剛（会長）、沖川悦三（災害対策委員長） 

1：「宮城県名取市箱塚桜団地仮設住宅と共に」 

講師：市川一子（箱塚桜団地 ゆめ工房） 

東日本大震災で、閖上地区は 5,600 人の住民のうち死者行方不明者が約 800 名という大きな被害に遭い町

はなくなりました。すべてをなくし仮設住宅に暮らす人たちが、少しでも明るい気持ちで取り組める手仕事を。

そんな想いから閖上の方が入居している仮設住宅「名取市箱塚桜団地」に 2012 年 3 月、アクリルたわしを製

作販売する「ゆめ工房」を立ち上げました。「ゆめ工房」は、平均年齢 75 歳 最高年齢 88 歳になる方々とボラ

ンティアメンバーで活動しています。当日は「ゆめ工房」の歩みを通じて、箱塚桜団地の過去、現在、未来つ

いてご講演いただき、熊本地震の活動報告などを通して日本リハビリテーション工学協会としても災害支援

のあり方を考えてみたいと思います。 

2：「東日本大震災・熊本地震を通してリハビリテーション工学ができたこと、できなかったこと」 

発言者：岩﨑満男（理事）、吉田泰三（理事） 



事 の にな て りますので のないよ に いいたします。 
 参加費 に ない場 受付 受 さ て りませんので ください。 

 

A  045-353-8365 協会事 て 

 

「 日本 震災 支援リハビリテーション工学 会 城」参加申込  
 

リ   
年 

齢 

 男   
車
椅
子 

  
 名  

  

当する を で んでください 

学 法  業 法     ン ア 具   業 

支援 員   員 社会  支援員 員 の （             ）

年  上 に いて              年   

先名 

学 名  
 

希
望
連
絡
先 

い に を てください 
  

先  自  

 所 
〒 

  A   

-mail  

地 県 

当する参加 参加費を で んでください  

 県、岩 県、 城県、 県に まいの方 ３ 000  

 の （上 に まいの方） 5 000  

 学生の方 2 000  

を さ る方は 日に を てください 

自 を ください。な 事 にて 当（ 付きで 1000 ）の を りま させていた

だきますので、 の方は参加申込 にて 申し込みください。 込さ た 当 は 自

りいただきますよ いいたします。 

13 日 1 000

14 日 1 000

参加費 の を ください。      

①の は です 、 は、 に２ の １ いただき を ください 

に先着順 させていただきますので 了 ください 

１日目 ５月１３日（土） ２日目 ５月１４日（日） 

 4 階 第 2 会議室 4 階 研修室  4 階 第 2 会議室 4 階 第１会議室 

10:10～11:30 ①    09:00～10:20     

12:30～13:50     10:30～11:50     

14:00～15:20     12:50～14:10     

15:30～16:50     14:20～15:40     

の 会を で りました  協会 ー ー   （ ）  の （             ）

 

申込み り ２ １ 年５月 日（日） 定員になり次第受付を終了させていただきます。 
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　 28年熊本地震の災害支援活動を日本リハビリ

テーション工学協会災害対 員会 、災害対

員会 催として に した。 29 年

月4日 後に、 の 団地 の集会 、

そして、5日 には のテ 団地 の集会

にて学生 ンテ を動員した 住 生活

具の ー ショ の活動を った。今回の

活動は第 回 で、 日本 団の 28年熊

本地震 ンテ 活動支援事 による

により した。 と ンテ が協

して ン ー で を った 、

団地では 理 0 、学習 10 、テ

住 では 理 0 、学習 10 、多

的 の 8 を の方 に した。

日

29 年 月4日 日 1 0 16 0

0 。 団地 集会

熊本県上 866 1

29 年 月5日 日 日 9 0 12 00

7 。 テ 団地 なの

集会 2 熊本県上 208 7

18

　災害対 員会 、 、 、 、北

市福 事 団 よりの 、 本 、北

市 ン ー 中 、北 福

学 島、 1 、 、熊本

リハビリテーション学 具

講 、学生5 、熊本学 大学 、

学生1

したもの ー 理

60 、学習 20

　 ー 定 1 1 25 5 、 ー、

定

18

20 2

0 1

20 0 2

40 1 、60 1

団地 21 0 回収 70

に いて い19 90 、まあまあ1 5 、

からない1 5

ー 具に いて って たい20 95 、

からない1 5

に いて 対 い19 90 、まあまあ2

10

回の に いて したい19 90 、ど

らでもない1 5 、 からない1 5

見 に を く が しいです。有 いで

す、 です。く 。テ ビ 。 かあると うけ

どす には い かない。 、 の 。ま

な 。 テー が しい。 ン がない。

が しい。
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テ 団地 7 7 回収 100

8 29

20

40 50 1

60 上

0 2

40 50 1

60 上 25

に いて い 5 95 、まあまあ2 5

ー 具に いて って たい 7 100

に いて 対 い 7 100

回の に いて したい 7 100

見 見 ン て 4 。収 。

が しい 4 。 。 が しかった。 の

が い。 から も ってきてないので大いに

かります。皆さ され、 えて きありが

とうご いました。 と を しました、とて

も かります、 では収 なのでとても い

です。 い なので、 工 して 理したいの

で、またこ な 会を したいです。

　第1回から第 回までの学生 ンテ を動員

した 住 具の ー ショ 活動を

った。 した ー の生活 具は

144 、およ 117 上であった。詳

に いては、 の り。

第1回 28年 9月6日 　

ン ー 2

10 　 理 　11 、 ンテ

ー テー 7 、 ン ー

、 21

第 2回 28年11月22 2 日 の

て支援 ン ー 団地 テ

団地

40 　 15 、

理 5 、 ンテ ー テー 12 、

ン ー 5 、多 的 ー 2 、

供 学習 1 、 40

第 回 29 年 月4 5日

団地 テ 団地 4

67 　 理 60 、 供 学習

20 、多 的 、 8


